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開       会  （午後６時） 

 
 
○開会宣言 委員長が２月教育委員会定例会の開会を宣言する。 
 
 
○日程第１ 会議録署名委員の指名について 

委員長から宇治市教育委員会会議規則第１３条第３項の規定により、中筋

委員を指名する。 
 
 
○日程第２ 会期について 

委員長から１日限りとする旨の提案があり、全会一致で決定する。 
 
 
○日程第３ 教育長報告 
       （１）文教福祉常任委員会について（平成２５年２月５日） 

       （２）平成２４年宇治市ジュニア文化賞等について 

       （３）平成２４年宇治市スポーツ賞について 

       （４）「要望書」等について 

（５）宇治市教育委員会後援事業について 
 

       以上５件を報告する。 

 

 
 [説 明] 

（１） 文教福祉常任委員会について（平成２５年２月５日） 
 ①宇治市立東宇治中学校・東宇治幼稚園進入路等改修工事について 
 宇治市立東宇治中学校・東宇治幼稚園進入路の現状は、正門が市道宇治五ヶ庄線に面し

ており、校舎・園舎に向かって傾斜勾配１０分の１の下り坂となっている。今回の工事は、

市道の道路改良工事に伴い実施するものである。 
 進入路等の整備方針は、平成７年に制定された「京都府福祉のまちづくり条例」に沿っ

たものとし、進入路では同条基準に適合するスロープを設置し、学校と幼稚園で進入路を

分けるものとする。また、進入路の整備に伴い中学校のテニスコートとプールの撤去が必

要となるが、工事範囲面積の中では両方を再度設置できないため、利用頻度等を鑑みテニ



スコートのみを移設し、プールについては廃止するものとする。市立中学校では４校のみ

プールを設置しており、プールのない中学校ではこれまでも水泳実技を実施せず、授業と

は別に水泳を行う機会の確保としてプール券を配布し公共のプール施設を利用しており、

東宇治中学校についても同様の対応とする。 
 工事期間は、平成２５年度から平成２７年度の間である。 
 

 

[質 疑]   

 ［委 員］ 学校はこの計画で了承しているのか。 

［事務局］ 学校とも協議調整しこの計画となった。 

 
（２） 平成２４年宇治市ジュニア文化賞等について 
平成２４年宇治市ジュニア文化賞及びジュニア文化奨励賞の受賞者が決定したので報告

する。いずれも文化活動において優秀な成績を収められたもの又は顕著な成果を上げたも

のに対して表彰するもので、文化賞は近畿１位、全国６位以上、奨励賞は文化賞の基準に

満たないが、今後の活躍が強く期待できるものを対象としている。 
ジュニア文化賞の受賞件数は個人２件と団体２件の計４件であり、ジュニア文化奨励賞

は個人１件であった。 
 
（３） 平成２４年宇治市スポーツ賞について 
平成２４年宇治市スポーツ賞の受賞者が決定したので報告する。宇治市スポーツ賞は、

体育スポーツの普及・振興及び競技力向上を図るためスポーツ基本法第２０条の規定に基

づき表彰するもので、平成２４年は功労賞個人１５件、優秀団体賞２件、優秀選手賞４件、

ジュニア賞（個人）５件、奨励賞（団体）１件、奨励賞（個人）３件の受賞であった。 
 

（４） 「要望書」等について 
平成２５年１月２９日付けで御蔵山小学校保護者より「特別支援学級に通学する児童の

通学保障について」の要望書、平成２５年１月付けで神明小学校区の住民より陳情書の提

出があった。 

 

（５） 宇治市教委後援事業について 
宇治ライオンズクラブ青少年健全育成委員会の『第２４回宇治ライオンズクラブ旗・杯

学童軟式野球大会』他１２件、計１３件の事業について後援した。 

 

 

[質 疑]   

 ［委 員］ 御蔵山小学校保護者からの要望書については、個人は特定できるのか。 

 ［事務局］ 保護者７名連名による要望書であったため特定できる。ここでは、個人



情報保護の観点から氏名を除いた形としている。 

 ［委 員］ ジュニア文化賞で表彰された団体・個人はどのような活動をされている

ものか。 

 ［事務局］ 全国最優秀賞を受賞された中学校等である。 

 

 

○日程第４ 報告第２号  専決事項の報告について 

 [説 明]  本件は、宇治市教育委員会事務委任等に関する規則第４条第１項第３号の

規定により府費負担教職員の管理職以外の任免について、京都府教育委員会

に内申するため専決処分を行ったので、同規則第４条第２項に基づき報告す

るものである。 
      内容は、一般教職員の退職についてである。 
 
[質 疑]  なし 

  

 [討 論]  なし 

 

 

○日程第５ 議案第２号  宇治市生涯学習センター規則の一部を改正する規則を制定す 

るについて 

 [説 明]   本改正は、宇治市生涯学習センター施設使用の申請期日を見直し、近隣の

公共施設と統一し利用者の利便性を図るため改正を行うものである。改正内

容については、現状では第１ホール以外の施設を使用する場合の申請は、使

用日の３箇月前からとされているが、６箇月前から行えるようにする。また、

連続して複数日（引き続き３日まで）使用する場合は、その初日の申請期日

に複数日とも申請が行えることを明文化するものである。 
 
[質 疑]  なし 

  

 [討 論]  なし 

 

[採 決]  採決の結果、全会一致で可決する。 

 

 

○日程第６ 議案第３号  平成２５年３月宇治市議会定例会提出議案に係る意見聴取に 

ついて  

委員長から、本件は宇治市議会提案前の案件であり公開することにより今後の市議会で

影響を及ぼすと考えられるため、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６



項の規定により非公開とする旨の提案があり、全会一致で決定する。 
 

 [説 明]  議案第３号「平成２５年３月宇治市議会定例会提出議案に係る意見聴取に

ついて」は、平成２５年３月宇治市議会定例会提出議案として、地方教育行政

及び運営に関する法律第２９条に基づき、宇治市長から２月４日付けで意見を

聴取されているものである。提出議案は、「平成２５年度宇治市一般会計予算」

であり、教育委員会としてこれに異議がないとするものである。 
平成２５年度の教育費関係全体の予算は、総務費の市民会館運営費及び民生

費の善法・河原青少年センター関係費を含め５１億７，６７６万４千円であり、

前年度比７．９８％減となった。 
学校教育関係では、「教育振興基本計画策定費」の新設、平成２６年度に予定

している大規模な組織変更に対応するため、組織機構等の検討・準備業務及び

学校現場で発生する解決困難な問題について社会福祉士等を交えて問題解決す

るための経費として「教育研究支援創造事業費」の新設、菟道小学校のトイレ・

ライフライン改修を行うため「小学校・中学校・幼稚園維持整備事業」の拡充、

理科教育教材を充実させるため「小学校・中学校教材充実費」の拡充、小倉小

学校給食施設改築に向けた設計に要する経費「小倉小学校給食施設改築事業費」

の新設、現在２校で試行している中学校昼食提供事業を全校で実施するため「中

学校昼食提供事業費」を拡充、家庭内での虐待が原因で起こる学校内の問題行

動等への対応についての事例研究のため「生徒指導研究費」を拡充計上してい

る。 
社会教育関係では、第３０回記念宇治川マラソン大会事業補助金により「各

種大会事業補助金」の拡充、宇治鳳凰大学の事業拡大に伴い「公民館活動費」

の拡充、屋上防水改修等のため「木幡公民館計画修繕事業費」「小倉公民館計画

修繕事業費」を新設計上している。 
 
 

[質 疑]   

 ［委 員］ トイレ・ライフライン改修については以前より各学校から要望が出てい

たが、菟道小学校を最初に行うのはどのような理由からか。 

［事務局］ 基本的には耐震工事と空調工事を完了した順である。その中でも菟道小

学校は下水道の接続工事も行うため優先して実施することとした。 

 ［委 員］ 今後、他校についても順番にトイレ・ライフライン改修を行っていくと

いうことなのか。 

［事務局］ そうである。 

 ［委 員］ 小学校・中学校・幼稚園維持整備事業について、前年度より事業費が減

額となっているが拡充と言えるのか。 

［事務局］ 事業費は減額となっているが、今年度より新たにトイレ・ライフライン



改修という項目が増加したため拡充としていると思われる。作成元の市長

部局財務課に確認し、改めて報告する。 

 ［委 員］ 中学校昼食提供事業費で、主たる経費は何なのか。 

［事務局］ 配膳室の整備費で１校あたり６０万円程度見積っている。 

 ［委 員］ 第３０回記念宇治川マラソン大会は、特別なイベントのようなものを考

えているのか。 

［事務局］ 実行委員会で検討していただいている段階であるが、観光振興につなが

るようなものができればと伝えている。 

 ［委 員］ 教育費全体で４億４０００万円ほど減額となった主な理由は何か。 

［事務局］ 宇治黄檗学園の事業が終了したためである。 

  

 [討 論]  なし 

 

[採 決]  採決の結果、全会一致で可決する。 

 

 

○閉会宣言 委員長が２月教育委員会定例会の閉会を宣言する。 

 

 

閉       会  （午後６時２８分） 


